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令
和
八
年
二
月
二
十
四
日
（
火
）
、
伊
平
屋
中
学
校
の

生
徒
及
び
関
係
者
が
伊
平
屋
村
役
場
を
訪
問
し
、
真
栄

田
孝
村
長
へ
の
表
敬
訪
問
を
行
い
ま
し
た
。 

本
訪
問
は
、
第
二
十
六
回
環
境
美
化
教
育
優
良
校
等

表
彰
事
業 

特
別
賞
「
協
会
会
長
賞
」
の
受
賞
な
ら
び

に
、
令
和
七
年
度
沖
縄
県
中
学
生
ビ
ギ
ナ
ー
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
交
流
大
会
第
三
位
の
快
挙
を
報
告
す
る
た
め
に

実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

当
日
は
、教
育
長
、
伊
平
屋
中
学
校
長
、
担
当
教
諭
、

受
賞
・
大
会
出
場
生
徒
が
出
席
し
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。 

は
じ
め
に
、
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
つ
い
て
、担
当
教

諭
か
ら
大
会
の
概
要
や
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

の
報
告
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、キ
ャ
プ
テ
ン
よ
り
大
会
を

振
り
返
っ
て
の
感
想
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
仲
間
と
と
も

に
努
力
を
重
ね
、成
果
に
つ
な
げ
た
過
程
や
、
今
後
へ
の

意
欲
が
力
強
く
語
ら
れ
ま
し
た
。 

続
い
て
、
環
境
美
化
教
育
優
良
校
等
表
彰
事
業
に
つ
い

て
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。担
当
教
諭
か
ら
、
日
頃
の

環
境
美
化
活
動
の
取
り
組
み
や
評
価
さ
れ
た
点
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
、
受
賞
し
た
生
徒
か
ら
は
「
活
動
を
通
し

て
環
境
へ
の
意
識
が
高
ま
っ
た
」
「
地
域
の
方
々
に
支
え
ら

れ
て
続
け
て
こ
ら
れ
た
こ
と
が
う
れ
し
い
」
と
い
っ
た
感

想
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

最
後
に
、
真
栄
田
村
長
か
ら
は
、
「
伊
平
屋
の
子
ど
も

た
ち
が
、
学
習
や
部
活
動
、環
境
美
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
努
力
し
、
成
果
を
上
げ
て
い
る
こ
と
を
大
変
誇

り
に
思
う
。
こ
れ
か
ら
も
自
分
た
ち
の
活
動
に
自
信
を
持

ち
、
次
の
目
標
に
向
か
っ
て
挑
戦
し
て
ほ
し
い
」
と
、
温
か

い
励
ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今
回
の
表
敬
訪
問
は
、
子
ど
も
た
ち
の
頑
張
り
を
村

全
体
で
共
有
し
、
称
え
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
伊
平
屋
村
教
育
委
員
会
で
は
、
保
護
者
や
地
域

と
連
携
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
の
成
長
と

活
躍
を
支
え
て
ま
い
り
ま
す
。 

教
育
委
員
会 

た
よ
り 
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伊
平
屋
村
内
の
中
学
校
に
お
い
て
、令
和
七
年
度
卒
業
式
が
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。
三
月
七
日
（
土
）
に
は
伊
平
屋
中
学
校
、
翌
八
日
（
日
）
に
は

野
甫
中
学
校
で
、そ
れ
ぞ
れ
卒
業
生
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。 

伊
平
屋
中
学
校
卒
業
式
（
三
月
七
日
・土
） 

伊
平
屋
中
学
校
で
は
、
多
く
の
保
護
者
や
来
賓
が
見
守
る
中
、
厳
粛
か

つ
温
か
な
雰
囲
気
で
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

卒
業
生
た
ち
は
、
三
年
間
の
学
び
と
仲
間
と
の
思
い
出
を
胸
に
、
一
人

一
人
が
力
強
く
卒
業
証
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。 

式
で
は
、
校
長
式
辞
や
来
賓
祝
辞
に
続
き
、
在
校
生
送
辞
、
卒
業
生
答

辞
が
述
べ
ら
れ
、
学
校
生
活
を
支
え
て
く
れ
た
家
族
や
教
職
員
、
地
域
の

方
々
へ
の
感
謝
の
思
い
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。 

そ
れ
ぞ
れ
が
選
ん
だ
次
の
進
路
へ
向
け
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
卒

業
生
の
姿
は
、大
変
頼
も
し
い
も
の
で
し
た
。 

野
甫
中
学
校
卒
業
式
（
三
月
八
日
・日
） 

三
月
八
日
、
野
甫
小
中
学
校
に
お
い
て
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
日
は
、島
で
唯
一
の
中
学
生
と
し
て
学
ん
で
き
た
卒
業
生
の
門
出
を
祝

う
と
と
も
に
、
次
年
度
か
ら
野
甫
中
学
校
が
休
校
と
な
る
節
目
の
日
と
な

り
ま
し
た
。 

一
九
〇
三
年
の
開
設
以
来
、
百
二
十
三
年
に
わ
た
り
地
域
と
と
も
に
歩

ん
で
き
た
同
校
。
式
に
は
保
護
者
や
地
域
住
民
ら
約
百
人
が
参
列
し
、
感

謝
の
言
葉
を
述
べ
た
卒
業
生
を
温
か
な
拍
手
で
見
送
り
ま
し
た
。
式
後
に

は
花
道
が
作
ら
れ
、
学
校
の
歴
史
と
地
域
の
深
い
絆
を
感
じ
さ
せ
る
卒
業

式
と
な
り
ま
し
た
。 

伊
平
屋
中
学
校
、
野
甫
中
学
校
、
そ
れ
ぞ
れ
の
卒
業
式
は
、
形
は
違
え

ど
、子
ど
も
た
ち
の
成
長
と
旅
立
ち
を
地
域
全
体
で
祝
う
大
切
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。 

野
甫
中
学
校
は
休
校
と
な
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
育
ま
れ
て
き
た
学
び
や

思
い
は
、
こ
れ
か
ら
も
卒
業
生
一
人
一
人
の
心
の
中
で
生
き
続
け
て
い
き

ま
す
。 

教
育
委
員
会
で
は
、
今
後
も
保
護
者
・
地
域
と
連
携
し
な
が
ら
、
伊
平

屋
村
の
子
ど
も
た
ち
の
学
び
と
成
長
を
支
え
て
ま
い
り
ま
す
。 

令
和
七
年
度 

伊
平
屋
中
学
校
・
野
甫
中
学
校
卒
業
式 

〜
新
た
な
門
出
と
、
受
け
継
が
れ
る
学
び
の
歩
み
〜 

各
校
の
取
り
組
み
と
子
ど
も
た
ち
の 

輝
か
し
い
成
果 


